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登録リスト（該当：14件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 2019年台風19号による被害   長沼地区]	2019年台風19号による被害   長沼地区	2019年(令和元年)10月、発生した台風19号により千曲川堤防が決壊し、甚大な浸水被害が生じた。長野市内の総浸水範囲は1541haにも上り、これは東京ドーム320個以上にも及ぶ範囲であった(うち長沼地区周辺で934ha)。また、市の農業における被害の総額は約200億円にもなり、りんごを始めとする多くの農産物の収穫時期と重なり被害が大きくなった。

   長沼地区はりんごの産地として栄えており、今回の災害においては特に被害を大きく受けた地域でもあった。	2021-12-13
	2	[image: リンゴの新たな可能性]	リンゴの新たな可能性	台風19号災害をきっかけにSNSを活用した事で、リンゴの新たな可能性を見出した農家の方。SNSという地理的距離がない媒体を利用することで、今までして来なかった洋菓子店とのコラボレーションを通して長沼(信州)のリンゴを全国に広げる活動を始めている。	2021-11-29
	3	[image: 長沼地区  歩き2]	長沼地区  歩き2	以前はまだ色付いてはいなかったが、今回再び訪れてみると沢山のリンゴが赤く色づいていた。今年も収穫が行えそうだった。	2021-11-08
	4	[image: 長沼地域 歩き]	長沼地域 歩き	画像のリンゴは「ふじ」というリンゴを代表する品種。まだ赤く色付いてはいなかったが、多くの実がなっていた。もうすぐ災害から2年が経つ中でこれを見ることができよかった。	2021-10-08
	5	[image: 台風19号災害から2年…りんご農家の今]	台風19号災害から2年…りんご農家の今	2019年10月13日、台風19号により千曲川の氾濫が引き起こされた災害から2年が経った。当時、千曲川から水と共に流れてきた泥などが地面に堆積、あるいはリンゴが水に浸かるなど、リンゴ農家にとって甚大な被害となったが、その後数ヶ月に渡るボランティア活動によって堆積した泥は撤去された。しかし、収穫時期真っ只中だったこと、住居・農機具様々なものが被災したことは想像以上に深刻なものだった。

   復興していく中で、ある農家の方が方法の1つとして始めたのがSNSだった。当時は現状を伝えるものでしか無かったが、次第に励ましの声やオンラインでの販売など、SNS活用の可能性が広がっていった。農家の方によれば、そういった励ましの声が一番の復興の力になったそう。
   2年が経過した現在、さらにSNSの可能性が広がり「復興りんご」	2021-10-26
	6	[image: りんごの実]	りんごの実	５月下旬。
まだ青く小さいですがりんごの実が生っていました。

もう少し実が大きくなると「摘果」という中心果（真ん中の実）だけ残し、周りの実を切り落とすという作業をします。	2021-10-05
	7	[image: りんごの花]	りんごの花	５月。
再び長沼地区を訪れるとりんごの花が咲いていました。

りんごの花は種類によって桃色や白など異なりますが、桜のように複数の花弁がまとまって咲くのが特徴的です。	2021-07-26
	8	[image: 「つながれ　いのち」]	「つながれ　いのち」	長沼地区を散策していると、国道の歩道の足元に地蔵があることに気が付いた。そこには「つながれ　いのち」と書かれていた。	2021-07-05
	9	[image: りんご農家のデジタル化について]	りんご農家のデジタル化について	一昨年の台風19号で被災した、長沼地区のりんご農家がSNSやインターネットの活用といったデジタル化をすることにより、どのようなメリットがあるのかを研究しています。その中間発表を紹介します。	2021-07-05
	10	[image: 長沼 復興光アート]	長沼 復興光アート	アグリながぬまの駐車場付近にある、長沼地区の復興のシンボルとしてりんごを型どったイルミネーションを見てきました。とても綺麗でした。

このイルミネーションは2月28日までやっているので見に行ってみてはいかがでしょうか	2021-02-01
	11	[image: 長沼地域　りんご収穫]	長沼地域　りんご収穫	2019年10月の台風19号災害から1年。
当時はりんごの収穫が続けられるかどうかすら不透明な状況の中、再び長沼地区に足を運ぶと真っ赤なリンゴがたくさん実っているのを目にしました。

農家さんもひとまず安心といったところでしょうか。	2021-01-25
	12	[image: 台風19号 災害関連死]	台風19号 災害関連死	台風19号災害から1年が経過した現在、報道などでは避難生活に伴う持病の悪化や疲労、精神的ストレスなど間接的な原因で死亡してしまう災害関連死が増加してしまっている。最近の記事でも、災害で被災した長沼地区の住民が災害公営住宅を巡り市職員と議論した。長沼地区に災害公営住宅が建設された場合、入居希望者は一定数いるとし住民からは入居要望があるのだから市は早期に建設方針を示して欲しい、住宅の問題が解決されないと先の事は考えられないと言った切実な声があがった。住宅課の職員からは長沼地区は洪水の浸水想定区域内にあり入居希望者には高齢者が多いため、建物の構造や災害時の避難誘導が課題だとした。私が現地の方々と話す中で、ある方は住宅が浸水し避難先の建物に訪れたが、避難先での不慣れな生活や部屋の大きさ	2021-01-25
	13	[image: 台風19号 堤防復旧]	台風19号 堤防復旧	台風19号災害から1年が経過し、堤防が決壊し被害の大きかった長野市穂保地区に訪れた。浸水被害から被害の大きかった穂保地区や長沼地区の住宅では多くの家で再建や浸水被害からの整備が済んでいたが、現在でも工事中の住宅やボランティア活動などでの整備を必要としている住宅があると思う。
決壊した堤防復旧の様子は、前回訪れた時よりも進んでおり、地域住民の方々が願っているように今度こそ決壊しない、越水しない、切れない堤防への復旧を進めて行く事が必要であると考える。	2021-01-25
	14	[image: 長沼住民の方々の願い]	長沼住民の方々の願い	台風被害に遭った長沼地区を訪れてみると、道沿いに決壊しない堤防を！と住民の方たちの願いが込められた看板が置かれていた。この場所は市の人や工事関係の人が多く通るため意思を訴えているため置かれたのではないか。	2020-06-22
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